








要約:先天性腎・尿路疾患を screeningのための検査項目を検討した結果、尿比重の測定は

cut off point の設定が困難であり、さらに検討する必要があると考えられた。尿路感染

症の screening は、亜硝酸塩反応試験紙と尿中白血球検出試験紙を併用し、両者陽性者を

陽性とした場合には尿路感染症の識別力はきわめて良好であった。三次検診で腎の超音波

検査を行なうことは、手技的にも時間的にも可能な方法であり、疾患の識別力も高く有用

であると考えられた。 


